
社会福祉協議会は、市民の参加と協力によって運営され、地域福祉の推進を図る民間の組織です。 
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趣
味
・
特
技
を
活
か
し
た 

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

三
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
が
一
人
で
飛
び

込
む
勇
気
が
な
い
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
潜
在
的

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
趣
味
・
特
技
を
活
か

し
て
活
動
に
結
び
く
よ
う
応
援
す
る
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、「
折
り
紙
」
を
テ
ー
マ

に
、
令
和
元
年
９
月
20
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
43
名
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
講
義
を
は
じ
め
、
色
々
な
折
り

紙
の
折
り
方
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

現
在
、
折
り
紙
は
、
地
域
の
居
場
所
・

サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
誰
に
で
も
気
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
、
手
や
指
を
器
用

に
使
い
わ
け
頭
の
体
操
に
な
る
こ
と
か
ら

大
変
人
気
が
あ
り
、
折
り
方
を
教
え
て
ほ

し
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、「
折
り
紙
」
が
好
き
な
方
・

興
味
が
あ
る
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
今
回
の

テ
ー
マ
に
至
り
ま
し
た
。 

開
催
後
は
、
折
り
紙
を
中
心
と
し
た
地

域
交
流
の
場
の
立
ち
上
げ
に
む
け
活
動
を

開
始
し
た
受
講
者
、
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
立
ち
上
げ
活
動
す
る
受
講
者
な
ど

様
々
で
、
皆
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
自
ら
進
ん
で

行
う
活
動
で
す
。
三
島
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
こ
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
く
活
動
が
で
き
る
よ
う

趣
味
・
特
技
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。 
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多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々

が
、
令
和
元
年
度
「
社
会
福
祉
大
会
」
、「
静
岡
県
健
康
福
祉
大

会
」
、「
全
国
社
会
福
祉
大
会
」
の
各
大
会
に
於
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
・
団
体
は

次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。 

社
会
福
祉
大
会 

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
９
年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著

な
者
】
遠
藤
正
人
／
工
藤
富
美
子
／
杉
山
静
子
／
棚
井
秀
明

／
宇
佐
美
梅
太
郎
／
横
山
勝
宏
／
関
勝
美
／
魚
尾
孝
久
／
古

瀬
昭
子
／
後
藤
芳
久
／
荒
谷
悦
子
／
高
野
ゆ
か
り
／
寺
崎
あ

い
子
／
勝
又
初
江
／
森
﨑
静
子
／
杉
橋
文
代
／
杉
山
勉
／
菅

井
道
子
／
大
塚
洋
子
／
渡
邊
邦
興
／
渡
邉
辰
巳
／
渡
邉
美
智

子
／
武
藤
澄
子
／
武
藤
貞
雄
／
片
岡
孝
義
／
望
月
雅
子
／
木

下
晋
一
／
澤
野
ま
り
子
／
髙
田
昌
子
／
髙
島
薫
／
髙
澤
美
津

子
＝
主
任
児
童
委
員 

【
保
護
司
と
し
て
９
年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者
】
岩
邊
守 

【
福
祉
施
設
、
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及
び
直
接
処
遇
職
員

と
し
て
９
年
以
上
、
直
接
処
遇
以
外
の
職
員
で
14
年
以
上
勤

続
、
功
労
顕
著
な
者
】
荻
野
祐
司
＝
ふ
ぁ
い
ん
主
任
／
栗
原
祥

子
＝
み
は
ら
し
の
丘
主
任
／
若
松
吾
季
＝
み
は
ら
し
の
丘
副

主
任
／
安
田
昌
央
＝
み
は
ら
し
の
里
副
主
任
／
勝
海
酉
司
＝

そ
ら
い
ろ
支
援
員
／
植
西
久
枝
＝
錦
田
保
育
園
保
育
士
／
鈴 

木
博
子
＝
錦
田
保
育
園
保
育
士
／
相
田
尚
美
＝
錦
田
保
育
園 

    

保
育
士
／
鈴
木
絵
里
子
＝
梅
の
実
保
育
園
保
育
士
／
内
田
幸 

子
＝
若
葉
保
育
園
保
育
士
／
古
屋
美
穂
＝
若
葉
保
育
園
保
育

士
／
山
本
牧
＝
養
護
老
人
ホ
ー
ム
主
任
支
援
員 

【
身
体
障
が
い
者
、
母(

父)

子
世
帯
、
戦
没
者
遺
族
、
そ
の
他

自
立
更
生
者
で
他
の
模
範
と
な
る
者
】
遠
藤
江
美
子
＝
三
島

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
／
中
川
直
彦
＝
三
島
市
身
体
障
害
者

福
祉
会
／
梶
原
恒
利
＝
三
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
会 

【
労
力
的
、
経
済
的
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
福
祉
施

設
に
対
し
積
極
的
に
協
力
・
援
助
を
行
い
、
そ
の
進
展
に
寄

与
し
た
者
】
田
中
杳
子
／
岸
川
良
一
／
梅
原
省
三
／
福
田
勝

利
／
日
清
プ
ラ
ザ
株
式
会
社
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働

組
合
／
三
島
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会 

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会 

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
、
功
労
顕

著
な
者
】
前
島
正
代
／
杉
﨑
光
子 

【
保
護
司
と
し
て
10
年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者
】
青
野

光
彦 

【
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、
従
事
者
と
し
て
15

年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者
】
上
田
麻
美
＝
光
ヶ
丘
保
育

園
主
任
保
育
士
／
黒
木
則
子
＝
梅
の
実
保
育
園
保
育
士
／
萱

場
真
之
輔
＝
加
茂
川
町
保
育
園
副
主
任
保
育
士
／
齋
藤
絢
子

＝
梅
の
実
保
育
園
保
育
士
／
桐
田
愛
子
＝
若
葉
保
育
園
保
育

士
／
神
谷
朋
子
＝
三
島
よ
う
ら
ん
保
育
園
主
任
保
育
士
／
土

栄
え
あ
る
表
彰 

 

受
賞
者
の
ご
紹
介 

 

屋
弘
美
＝
若
葉
保
育
園
保
育
士 

【
市
町
社
協
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、
職
員
と
し
て
15
年

以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者
】
森
田
稔
子
／
野
口
啓
太
郎
／

松
本
美
紀
／
原
智
恵
子 

全
国
社
会
福
祉
大
会 

【
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
20
年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な

者
】
加
藤
美
雪
＝
三
島
よ
う
ら
ん
保
育
園
園
長
補
佐
／
内
田

順
子
＝
恵
明
キ
ッ
ズ
サ
ク
ラ
ビ
レ
ッ
ジ
主
任
保
育
士 

  

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
お
考
え
の
方 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

 

三
島
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
対
応
す
る
一

般
相
談
窓
口
、
弁
護
士
と
司
法
書
士
の
法
律
職
が
対
応
す
る

専
門
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の
利

用
を
お
考
え
の
方
、
何
か
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
親
族
や
近
所
の
方
の
こ
と
が
心
配
な
方
、
支

援
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
は
無
料

で
す
。
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。
） 

■
一
般
相
談
／
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分 

■
専
門
相
談(

弁
護
士)

／
第
１
水
曜
日 

13
時
～
16
時 

■
専
門
相
談(

司
法
書
士)

／
第
３
水
曜
日 

13
時
～
16
時

30
分 

※
専
門
相
談
は
要
予
約(

１
件
30
分
ま
で)

 

問
合
せ
／
三
島
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
本
町
20-

30
三
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
９
７
２-

３
２
２
１ 
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ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活
用
し
、

見
舞
金
の
贈
呈
を
通
し
て
支
援
す
る
「
歳
末
見
舞
金
贈
呈

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

本
年
も
、
こ
の
運
動
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み

な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

問
合
せ
：
三
島
市
共
同
募
金
委
員
会
（
南
本
町
20-

30
三

島
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
９
７
２-

３
２
２
１ 

 

見
舞
金
贈
呈
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
あ
た
た
か
な
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
対
象

世
帯
へ
届
く
よ
う
に
、
左
記
の
封
筒
に
見
舞
金
を
入
れ
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

 

▲見舞金贈呈用封筒 

ス
ロ
ー
ガ
ン

「

つ

な

が

り 

さ

さ

え

あ

う 

み

ん

な

の

地

域

づ

く

り

」 

令和元年度 実施期間：令和元年 12月 1日～12月 31日 

三島市の目標額：2,800,000円  

 
 

    

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
共
同
募
金
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
住
民
の
参
加
や
理
解
を
得

て
福
祉
活
動
を
展
開
す
る
取
り
組
み
で
す
。
共
同

募
金
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
12
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。 

三
島
市
内
に
お
い
て
は
、
三
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
、
年

末
年
始
に
経
済
的
に
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯

（
※
生
活
保
護
世
帯
は
除
く
）
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ

平
成
30
年
度 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
績
報
告 

昨
年
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
全
て
静
岡
県

共
同
募
金
会
に
集
め
ら
れ
、
三
島
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
す
る
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業
に
助
成
さ

れ
、
経
済
的
に
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
見
舞
金

と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

〇平成 30 年度募金実績額 2,619,719円 

〇歳末見舞金贈呈事業費 1,632,864円 

・見 舞 金 額／1,584,000円 

世 帯 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 

件 数 24件 38件 46件 19件 5件 3件 3件 

※見舞金は、1人世帯 8,000 円、世帯内に 1人増えるごとに 2,000円増。 

・事業諸経費／48,864 円 
 

募金実績額と事業費の差額分は、三島市社会福祉協議会が実施する令和

元年度地域福祉活動事業へ助成され、生活困窮世帯の支援（生活一時扶助

金・食糧支援等）に使われています。 
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

  

2019年地域交流祭り ～絵がOh！～ 

指定生活介護事業所『えがお』は、知的障がいのあ

る方、知的・身体共に重度の障がいがある方を対象と

した通所施設です。利用者の一人ひとりが「主役に」

「笑顔で」「ありのままに」をモットーに充実した日々

を送れるよう活動しています。今回この一環として、

地域の皆様との交流を目的に地域交流祭りを開催し

ます。歌や太鼓などのステージ、模擬店、抽選会など

様々な企画を用意しています。皆様、お誘いあわせの

上、是非ご来場ください。 

と き／12月 7 日（土）10：30～14：30 ※少雨決行 

ところ／指定生活介護事業所『えがお』（新谷 190-2） 

内 容／げんき玉・伊豆ジュニアバンド・やわら太鼓・

どんぐり～ずによるステージ、バルーンアートななち

ゃんによるパフォーマンス、模擬店、抽選会ほか 

その他／事業所向かいに来場者駐車場あり（無料） 

問合せ／指定生活介護事業所『えがお』 ☎976-2800 

 

■ご寄附のお願い 

指定生活介護事業所『えがお』では、利用者の皆さ

んがミシンで雑巾を製作しています。不要のタオル

（未使用）がありましたら、ご寄付頂けると助かりま

す。タオルに社名が入っていても構いません。ご協力

お願い致します。 

  

お し ら せ ／ ぼ し ゅ う ／ ご あ ん な い 

新春将棋教室・大会 参加者募集 

将棋ボランティア「一七
いちなな

の会」による将棋教室です。

子供達だけではなく、親子での参加、大人の参加も大

歓迎です。将棋に興味のある方なら誰でも参加できま

す。 

と き／1月 11 日（土）10：00～正午 

ところ／三島市社会福祉会館 4階 大会議室 

対 象／小学生以上 参加費無料 

申込み／三島市社会福祉協議会 ☎972-3221 

冬季フードドライブﾞにご協力お願いします 

フードドライブとは、家庭等で余っている食糧

を、施設や学校、職場などで集めてフードバンクに

寄附する食糧寄附活動です。「フードバンクふじのく

に」では、1月 6日から 31日までの間、県内各箇所

で令和元年度冬季フードドライブを実施します。三

島市社会福祉協議会では、この運動の趣旨に賛同

し、開催箇所の 1つとして、三島市社会福祉会館に

専用ＢＯＸを設置します。ご家庭で眠っている食糧

がありましたら是非ご協力をお願いします。 

回収している食糧／常温保存の未開封の食糧、賞味期

限 2ヶ月以上 回収できない食糧／ｱﾙｺｰﾙ、保存水、栄

養剤、介護用流動食、美容・健康食品、ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ 

問合せ／三島市社会福祉協議会 ☎972-3221 

災害ボランティアコーディネーター養成講座 

「災害時のボランティアコーディネート活動とは何

か」、「被災者の気持ちに寄り添う支援とは何か」な

どについての基礎を学び、災害後に活動できる人た

ちを養成します。修了者には、静岡県ふじのくに防

災に関する知事認定証が交付されます。受講料無料 

と き／令和 2 年 2月 9日（日）9：00～17：00 

ところ／三島市社会福祉会館 4階 大会議室 

対 象／三島市及び近隣市町在住で、災害ボランティア

コーディネート活動に興味のある方 定員／50名 

申込み／1月 24 日までに、三島市社会福祉協議会へ

下記のいずれかの方法で、氏名・住所・電話番号を

ご連絡ください。☎972-3221 FAX972-3466 

E-mail yagi@mishimashakyo.or.jp 

年末年始のお休みについて 

三島市社会福祉協議会は年末年始の窓口を休業さ

せていただきます。ご理解ご協力の程、よろしくお願

いいたします。12月 29日（日）～1月 3日（金） 


